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市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
活
動

し
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
全
国
大

会
出
場
、
そ
れ
に
準
ず
る
成
績
を
収
め

た
個
人
・
団
体
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

秘
書
政
策
課
公
聴
広
報
係

☎
�
０
２
１
０

　

県
予
選
、
中
国
大
会
等
地
区
予
選
、
国

内
大
会
予
選
、
選
考
会
を
経
て
全
国
大
会

に
出
場
し
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
、

チ
ー
ム
が
対
象
で
す
。
※
事
前
申
請
が
原

則
で
す
。

▼
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

▼�

市
内
の
学
校
、
企
業
等
で
単
独
チ
ー

ム
と
し
て
大
会
に
出
場
す
る
チ
ー
ム

▼�

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
市
内
外
の

学
校
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
へ
所
属
し

て
い
る
人

▼�
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
国
民
体
育

大
会
の
要
項
に
記
載
さ
れ
る
監
督
、

コ
ー
チ

▼�

そ
の
他
市
長
が
特
別
に
対
象
と
み
な

す
人

■
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
�
０
４
２
５

激
励
金
を
交
付
し
ま
す

◆ 在宅医療連携拠点事業通信 ◆

■問い合わせ　保険課連携推進係（☎�０３０４）
【インタビュー】吉備国際大学学生調査隊の小

おがわ
川祥

よしき
希さん森

もりおか
岡玲

れ な
奈さん（社会福祉学科２年）

　今回は、高梁中央病院地域医療連携室主任の脇
わきさか
坂美

み か
香さんに「入院生活や退

院後の生活を支える取り組み」を中心にお話を伺ってきました。脇坂さんは医
療ソーシャルワーカー（以下、ＭＳＷ）として、入院されているご本人やその
ご家族の相談に応じたり、退院後の生活を支えるための調整を行っています。
　誰でも急な入院や退院後の生活には不安が募ります。「入院中に使える医療
保険や介護保険など、社会制度について知りたい」「病気をして家族に迷惑を
かけて申し訳ない」「退院後、家で安全に暮らすためにリフォームをしたいが
費用はどうしたらよいか」「退院後、元通り仕事に戻れるのか」など、入院さ
れているご本人だけではなく、そのご家族もさまざまな不安を抱えています。
　これらの不安や悩みを少しでも解消するために、ＭＳＷは入院されているご
本人やそのご家族の希望を受け止めて、医師や看護師そしてケアマネジャーと
チームを組み、より良い生活環境づくりを支援しています。
　また、ＭＳＷは入院されているご本人やそのご家族が希望する治療方法が選択できるよう、治療の内
容を分かりやすく説明したり、退院後の生活をできる限り叶えられるように、入院されているご本人や
そのご家族の意見を医師に伝えたりします。
　「病気になることで困ることはたくさんあります。だからこそ、話を聞いてもらいたいだけでもよい
から、ＭＳＷに遠慮なく相談してみてくださいね。」と言う脇坂さんの言葉がとても印象的でした。

～入院生活や退院後の生活を支える医療ソーシャルワーカー～

高
梁
市
消
防
団

　

高
梁
市
消
防
団
に
新
藤
義
孝
総
務
大

臣
か
ら
、
消
防
団
員
が
相
当
数
増
加
し

た
消
防
団
と
し
て
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

全
国
的
に
消
防
団
員
数
が
減
少
す
る

中
、
団
員
確
保
に
努
め
た
全
国
の
19
消

防
団
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
６
月
24
日

に
総
務
省
総
務
大
臣
室
で
贈
呈
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
梁
市
消
防
団
は
、
団
員
の
減
少
や

仕
事
の
都
合
で
手
薄
に
な
っ
て
い
る
日

中
の
活
動
を
補
完
す
る
た
め
に
、
平
成

25
年
度
に
機
能
別
消
防
団
員
の
制
度
を

導
入
。
１
５
１
人
が
新
た
に
加
入
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
、
中
国
地
方
５
県
で

唯
一
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
梁
市
消
防
団
の
団
員
数
は
、
７
月

１
日
現
在
で
、
１
４
４
７
人
。

総
務
大
臣
感
謝
状感謝状とトロフィーを披露する

片山修一団長

▼

功績をたたえて

第６回
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誰
の
目
に
も
共
通
に
映
る
目
印

3

3

に
な
る
か

ら
、
地
名
化
し
や
す
い
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

　

例
え
ば
、
高
い
地
形
の
と
こ
ろ
で
は
、

岳（
タ
ケ
）と
か
、
尾
根（
オ
ネ
）・
曽
根（
ソ

ネ
）な
ど
が
…
。
台
地
状
の
と
こ
ろ
で
目
に

つ
き
や
す
い
所
で
は
、
崎（
サ
キ
）・
棚（
タ

ナ
）な
ど
が
…
。
ま
た
傾
斜
地
で
は
、平（
ヒ

ラ
）・
坂（
サ
カ
）・
峠（
タ
ワ
）な
ど
が
地
名

に
な
り
、
低
い
と
こ
ろ
の
地
名
で
は
、
川

（
カ
ワ
）・
沢（
サ
ワ
）・
谷（
タ
ニ
）・
窪（
ク

ボ
）と
か
、
沼（
ヌ
マ
）・
清
水（
シ
ミ
ズ
）な

ど
が
使
わ
れ
ま
す
。
平
面
的
な
場
所
で
は
、

原（
ハ
ラ
）・
野（
ノ
）・
和
田（
ワ
ダ
）、
ま
た
、

谷
が
狭
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
地
形
の
と
こ

ろ
で
は
、
迫（
サ
コ
）・
砂（
サ
コ
）・
狭
間（
サ

マ
）が
人
々
の
会
話
の
中
に
よ
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

中
で
も
平
地
に
乏
し
く
、
地
形
が
複
雑

に
入
り
込
ん
だ
こ
の
地
方
に
は
、「
迫
」
や

「
砂
」
と
付
い
た
小
地
名
が
多
く
見
ら
れ
る

の
で
す
。

　

高
倉
町
飯
部
の
高こ

う

谷だ
に

か
ら
大お
お

栢が
や

を
通

り
、
新
見
市
法
曽
へ
と
続
く
谷
筋
に
「
秋あ

き

ヶが

迫さ
こ
」の
地
名
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
小

さ
な
谷
に
沿
っ
て
水
田
が
階
段
状
に
連
な

り
、
江
戸
時
代
は
飯
部
村
の
枝
村
と
し
て

の「
秋あ

き

迫ざ
こ

村
」が
あ
っ
て
、
新
見
往
来
の
副

道
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な「
さ
こ
地
名

3

3

3

3

」は
、
山
の
尾

根
と
尾
根
に
挟は

さ

ま
れ
た
窪
地
で
、
狭
く
な

っ
た
地
形
の
場
所
に
付
け
ら
れ
て
い
る
地

名
で
、「
秋
迫
」
の
付
近
に
は
、
ほ
か
に
も

「
堂ど

う

野の

迫さ
こ
」「
井い
の

迫さ
こ
」な
ど
の「
さ
こ
地
名
」が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
落
合
町
阿
部
の「
藤
倉
」は
、
以

前
「
迫さ

こ

田だ

」
と
言
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、

国
道
３
１
３
号
と
成
羽
川
に
沿
っ
て
、
両

側
か
ら
山
が
迫せ

ま

り
、
地
形
が
狭せ

ま

く
な
っ
た

場
所
で
付
け
ら
れ
た
「
さ
こ
地
名
」
の
一
つ

で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
市
内
い
た
る
と
こ
ろ
に

「
さ
こ
地
名
」
が
見
ら
れ
ま
す
。
川
面
町
の

吉き
ち

祥じ
ょ
う

寺じ

下
の
久く

賀が

に
古
く
か
ら「
穴あ

な

迫ざ
こ

」と

呼
ば
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

中
井
町
に
は「
西
迫
道
ノ
上
」「
奥
西
迫
」

や
井い

戸ど

の
谷
筋
に「
大
迫
」「
舟
迫
」が
、
津

川
町
八
川
に
も「
高こ

う

下げ

砂さ
こ（
迫
）」の
地
名
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

地
形
の
複
雑
な
川
上
町
、
備
中
町
に
は
、

特
に
こ
の
地
名
が
多
く
、「
西
ノ
迫
」「
川

迫
」「
才
ノ
迫
」「
こ
ご
ろ
迫
」「
大
迫
」「
東
が

迫
」「
堂
ノ
迫
」「
芋い

も

迫
」「
枝
迫
」「
前
迫
」な

ど
の
い
た
る
所
に「
さ
こ
地
名
」が
見
ら
れ
、

地
形
の
変
化
が
複
雑
な
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
「
さ
こ
」と
い
う
地
名
に
は
、「
迫
」「
佐
古
」

「
砂
」「
狭さ

処こ

」
と
い
う
漢
字
を
当
て
た
り

「
瀬せ

古こ

」「
佐さ

久く

」な
ど
と
表
現
す
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
狭
あ
い
な
地
形

を
し
た
場
所
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

平
地
に
乏
し
い
こ
の
地
方
で
は
、
古
く

か
ら
こ
う
い
っ
た
狭
い
河
谷
や
窪
を
生
活

の
場
と
し
て
、
よ
く
利
用
し
て
き
た
た
め

に
、
微
細
な
地
形
の
変
化
に
注
目
し
、
地

形
を
表
現
す
る
名
称（
地
名
）を
用
い
て
き

た
の
で
す
。

　

人
の
会
話
の
中
で
地
名
を
言
え
ば
、
場

所
的
な
特
徴
が
す
ぐ
に
思
い
浮
か
び
、
印

象
づ
け
ら
れ
て
、
お
互
い
が
分
か
り
合
え

た
の
で
す
。「
さ
こ
地
名
」
は
、
特
に
岡
山

県
か
ら
西
の
中
国
地
方
と
九
州
地
方
に
多

い
と
言
わ
れ
、
地
形
を
表
す
自
然
地
名
の

一
つ
な
の
で
す
。

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

　

私
た
ち
の
住
む
郷
土
は
、
山
々
に
囲
ま

れ
、
平
地
に
乏
し
い
と
こ
ろ
で
、
地
形
の

変
化
が
顕
著
な
山
間
地
帯
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
地
形
や
地ち

貎ぼ
う

を
区
分
し
て

表
現
す
る
地
名
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で

す
。
そ
れ
は
、
地
形
の
変
化
が
複
雑
で
、

地
名
を
あ
る
く

九
十
五  　

 

迫
・
砂

「さこ地名」が残る落合町阿部藤倉付近


